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フレア監視望遠鏡 (Flare Monitor Telescope: FMT) 
と先行カタログ「太陽活動1992-2003」

• Hα center (太陽面 + プロミネンス) 、Hα±0.08 nmと連続光
で太陽全面観測を実施。

• 1992～2003年の太陽活動現象カタログを出版。

• 2010年3月にペルー国立イカ大学に移設され運用継続 (CHAIN
プロジェクト)。



Ishii et al. 2013 PASJNagata et al. 2014 PASJ

Ichimoto et al. 2017 
Solar Physics

太陽磁場活動望遠鏡 
(Solar Magnetic Activity Research Telescope: SMART)

T1: Solar Dynamics

Doppler Imager (SDDI)

T3: Flare Imaging System in 

Continuum and H-alpha 

(FISCH)

T2: Full disk magnetograph

（suspended）

T4: High resolution 

vector magnetograph



全面像 (T1) と部分像 (T3)

2024.06.02 22:50 UT 

T3視野

T1視野

• T1/SDDI :太陽全面をHα±0.9 nm 
範囲の73波長点で撮像 (doppler 
imager)。

• T3/FISCH: 活動領域をHα centerと
連続光で高速撮像。



T1/SDDI・T3/FITSCHデータの特性

T1/SDDI T3/FISCH

望遠鏡口径 200 mm 250 mm

観測波長域 Hα 656.3 ± 0.9 nm  
73波長点 (FWHM 0.025 nm) 

Hα 656.3 nm 
(FWHM 0.3 nm)

連続光 647.0 nm 
(FWHM 1.0 nm)

視野角 2520 arcsec × 2520 arcsec 344 arcsec × 258 arcsec

撮像素子画素数 2048 × 2048 pixels 1600 × 1200 pixels

時間分解能 12 sec/frame 0.04 sec/frame

ファイル形式 Fits Tiff

生データ容量 ~1.7 TB/day ~7.7 TB/day

観測開始・
終了・中断

日出(日没)で自動起動(停止)
天気不良時は自動中断

T1/SDDIに連動.
観測領域：事前に人が設定する or 
開始時にHα輝度最大点に自動指向.



現在のデータ公開形式
• https://www.hida.kyoto-

u.ac.jp/SMART/index_j.html

• T1/SDDI：カレンダー形式で、Hα 
centerとその周辺7波長の画像のfits・
jpegを公開。検索機能なし。

• T3/FISCH： 2022年までのQuick look  
movie を公開。生データ未公開。

https://www.hida.kyoto-u.ac.jp/SMART/index_j.html
https://www.hida.kyoto-u.ac.jp/SMART/index_j.html


現象に紐づいた検索ができるデータ公開ウェブサイトの構想

• 現在：

• 構想：

Observation calendarにて日毎にまと
められたObservation log (テキスト
ファイル) から目的の活動現象を探し、
発生時間帯を確認してデータをダウ
ンロード。

観測した活動現象を年毎 (または全期間) でまとめた

カタログを用意。

キーワードや時間などでフィルターをかけて活動現

象をピックアップできる。

カタログに各現象の観測データへのリンクをつけ、

クリックで一括取得できるようにする。



Event Typeの9分類
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6: Ejection (物質放出現象)

1: Flare (フレア)

2: H-alpha brightening (Hアルファ線増光)

3: Filament activity (フィラメント活動)

4: Filament disappearance (フィラメント消失)

5: Filament eruption (フィラメント噴出)

7: Doppler shift (ドップラーシフト現象)

8: Prominence activity (プロミネンス活動)

9: Prominence eruption (プロミネンス噴出)

発
光

運
動

形
状
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化
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動
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「太陽活動1992-2003」カタログを参考に観測頻度が
高い現象の種類を設定



Event Typeの9分類の定義
Event Type 定義

Flare Hα centerムービーで増光が見られ、それに対応するX線フラックスの急増・減衰が
確認できる 

H-alpha brightening Hα centerムービーで増光が見られるが、X線フラックスの急増・減衰が確認できな
い、またはX線フラックスの変化が非常にゆるやかである 

Filament activity フィラメントが確認でき、何らかの変化 (揺れ動きや変形、ドップラー画像での白黒
模様など) が見られるが、消失や噴出がない

Filament 
disappearance 

フィラメントの一部または全体が消失し、物質が太陽面に落下している、または噴
出が確認できない 

Filament eruption フィラメントの一部または全体が消失し、噴出が見られる 

Ejection フィラメントが見られず、ドップラー画像ムービーで模様が比較的短時間 (数十分～
1時間程度) に一方向に流れる (on-diskのsurgeはこの分類)

Doppler shift ドップラー画像ムービーで太陽面上に模様の変化が見られ、Ejection、Filament 
activity、Filament disappearance、Filament eruptionのいずれにも当てはまらない

Prominence activity プロミネンスに何らかの変化 (全体の揺れ動きや変形、内部での物質の運動、ドップ
ラー画像での白黒模様など) が見られるが、噴出しない (limbのsurgeはこの分類)

Prominence eruption プロミネンスが外側へ噴出し見えなくなる



Flare (フレア)

C6.1 
flare

• Hα centerムービー (右図) で増光が見られる。

• GOES X線フラックスのLong (0.1-0.8 nm)グラフ
でHα center増光に対応するX線フラックスの急
増・減衰が確認できる (下図赤枠内)。

• X線フラックス最大時(下図の矢印部分)のクラス 
(B, C, M, X) と数値を記入し、M1.0以上であれば
high speed event (高速度イベント)として記録。

(C6.1 flare and a surge in NOAA 13729)



Filament eruption (フィラメント噴出)

• フィラメント (暗い筋状構
造) の一部または全体が消
失し、噴出が見られる (右
図赤枠内)。

• フィラメントの物質が宇
宙空間へ噴出している (衛
星データなども参照する)。

• Hαドップラー画像ムー
ビーでblue shiftが顕著で
あるなど噴出が確信でき
る場合はこの分類とする。

• 3.25-4 Åドップラー画像
でも変化が見えるものは
high speed event (高速度
イベント) として記録。

• コロナ質量放出 (CME) が
確認できたら、現象説明
にその旨記す。

↑High speed event(M3.4 and M9.7 flares, a filament eruption, a M1.6 flare and on-disk post-flare loops in NOAA 13697)



SMARTで観測された太陽活動現象カタログ
• 2024年6月24日からCSV形式で作成開始 (日別と年別。9月13日までに1406 

events)。「太陽活動1992-2003」を手本にし各現象の観測状況や重要度も記録。

• T1 event毎にT3観測の有無も記入。データへのリンクはまだ設定していない。

B: started before observation
F: observed full sequence
A: continued after observation
I: observed intermittently N: Normal event

H: High speed event
(M1.0以上のフレアや
  高ドップラー速度の現象)

最寄りの活動領域番号、
太陽面座標上の方位で記述



課題

• データ検索サイト作成前にCSVファイルを公開するか？

• データ検索ウェブサイトの設計をどうするか？ 

⇒ JSOC Data Exploreが理想？

⇒ SMOKA Science Archive (せいめい望遠鏡が参加) が参考になるか？

• 膨大なT1/SDDIおよびT3/FISCHデータの保存・公開の方法。

• カタログ作成の手間 (当番が目視で現象を探索し、衛星データとの比較も行うの
で時間と手間がかかる)。

• 小さな現象をどこまで拾うか？ (高解像度で細かい変化も良く見える)

• マンパワーの不足 (飛騨天文台以外の京都大学院生・ポスドク・教員もカタログ
作成を担う仕組みをどう作るか？)。



問い：IUGONET検索システム(Type-A) を改良して活用できる可能性は？

現在、Type-A では検索対象外
となった “Granule” メタデー
タを再び検索可能とし、
<StartDate>, <StopDate>
で観測時刻の検索に、
<Reference>
にイベントタイプを追記するこ
とで、現象の検索に
各々利用し、検索された各 
Granule に記載されている 
URL のデータをブラウザ上か
ら一括ダウンロードできるよう
に改良可能か？

IUGONET/SPASE形式の Granule Metadata 例
<Granule>

<ResourceID>spase://IUGONET/Granule/KwasanHidaObs/smart_t1_ql/
2011/08/01/halpha_p00_20110801000344fits</ResourceID>

<ReleaseDate>2010-04-01T00:00:00</ReleaseDate>
<ParentID>spase://IUGONET/Numerical/KwasanHidaObs/smart_t1</ParentID>
<StartDate>2011-08-01T00:03:44</StartDate>
<StopDate>2011-08-01T00:03:44</StopDate>
<Source>

<SourceType>Data</SourceType>
<URL>http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/~smart/pub/2011/08/01/

T1/fits/halpha_p00_20110801000344.fits</URL>
</Source>
<SpatialCoverage>

<CoordinateSystem>
<CoordinateRepresentation>Spherical</CoordinateRepresentation>
<CoordinateSystemName>StonyhurstHeliographic</CoordinateSystemName>

</CoordinateSystem>
<NorthernmostLatitude>+90</NorthernmostLatitude>

<SouthernmostLatitude>-90</SouthernmostLatitude>
<EasternmostLongitude>-90</EasternmostLongitude>
<WesternmostLongitude>+90</WesternmostLongitude>
<CenterLatitude>0</CenterLatitude>
<CenterLongitude>0</CenterLongitude>
<Unit>degree</Unit>

<Reference>FullDisk, AR11260, AR11261, AR11262, AR11263 </Reference>
</SpatialCoverage>
</Granule>



まとめ

• 飛騨天文台SMARTで観測された太陽活動現象について、2024年6月24日観測
からCSV形式でカタログ作成を開始した。

• 観測頻度が高い９つのEvent Typeをキーワードに設定、現象の観測開始・終了
時刻、位置のほか各現象の観測状況や重要度も記録。

• 6月24日～9月13日の間で1406 events。

• 将来、2024年6月24日より前の観測についてもカタログに含めたい。

• カタログ作成のマンパワーの確保、データ検索サイトの設計、T1・T3データ
のストレージと公開方法など課題は多くある。

• IUGONET検索システムに組み込むやり方はあるか？

IUGONET開発チームおよびユーザーの皆様よりコメント・ご協力
をいただけましたらありがたいです。
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